
日 時 
９月１５日（土） 午後１時～ 
９月１７日（祝） 午後３時（予定） 

御岳山荘（青梅市御岳山１２３ Tel 0428-78-8474） 

２２，０００円（予定額、２泊３日６食・資料代） 

（申し込み先） 東京医労連 教宣部 Tel 03-3872-7191 

（申し込み締切）９月７日（金）まで 

主催 日本医労連関東甲信越地方協議会 
東京地方医療労働組合連合会・全医労関東信越地方協議会 

参 加 費 

会 場 

２００７年 
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史
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け
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通
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つ
仲
間
同
士
が
本
音
で
語

り
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い
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の
合
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に
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外
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ど
の
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ク
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ー
シ
ョ
ン
、
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は
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年
お
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流
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い
企
画
も
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り
だ
く
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ん
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す
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皆
さ
ん
の
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加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
！ 



医療労働学校とは？      参加者の感想文から 

 

申込書は組合の役員へ渡してください。各人に参加要綱を送付しますので、各

組合は早急に東京医労連へＦＡＸ（03-3876-3173）で送ってください。 

組合名            氏名 
                 
参加要綱の送付先       連絡先 
                 

参 加 申 込 書 

 1967 年に第１回が開催され、今年で 40
周年を迎える歴史ある労働学校です。 
 会場となる御岳山荘は、「御岳講」の宿

坊として建築されてから 100 年以上もた

つ由緒ある建物です。（山小屋とは違いま

す。） 
 御嶽山（標高 900Ｍ）での空気は清々し

く、地元の料理も大変おいしく、心身共

にとてもリフレッシュできる環境です。 
学習の合間のレクレーション、夜はキ

ャンプファイヤーや大交流会の時間もあ

り、３日間があっという間に過ぎていき

ます。 

＊国立や大学病院等、民医連の中では交流する

ことのない仲間と話し合うことができ、同じよ

うな悩みを抱えているんだという共感が生まれ

て心強くなりました。（南部医療労組の仲間） 
＊なかなか医療の未来に展望がもてない状況で

の参加でしたが、今回の学校に参加してとても

勇気がもてました。政治闘争についても話し合

う必要性を痛感しました。（健生会労組の仲間） 
＊講義内容が大変わかりやすく、胸がスーッと

しました。運営もさほど無理がなく良かったで

す。（慶応労組の仲間） 
＊現在自分自身が悩んでいることもあり、気持

ちを落ち着かせることが出来ました。今の自分

に感じて考えさせられ、今後の私自身を大きく

成長する糧として学べたと思います。（勤医会労

組の仲間） 

内容の紹介 
 
第１日目 「現代の青年と人間らしさの問題」 
       （人間らしく生きること、国民の基本的人権など） 
第２日目 「労働者階級とそのたたかい」 
       （労働組合とは、労働組合の今日的課題など） 
第３日目 「情勢を考える」 
       （国内外の政治情勢、労働者をとりまく情勢、平和問題など） 
 （講義内容は昨年の例です） 
 
＊ 講師は労働者教育協会副会長の山田敬男先生です。現代史の研究で日本の第一線級の

研究者です。学校の授業とは違って、先生自身の経験も含めた様々なエピソードを交

えながら、楽しく分かりやすく解き明かしてくれます。 
＊ 各講義の後は、班に分かれて分散会での質問や討論です。班では、経験豊富な教員（医

労連執行委員）が座長や助言者として参加します。ふだん疑問に思っていることや、

なかなか質問する機会のない事なども気軽にたずねて下さい。 
＊ 夜の交流会は自主的に行われますが、その場では講師の山田先生とも膝をつき合わせ

てザックバランに様々なお話ができます。 

 


